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1.  平成22年2月期第1四半期の業績（平成21年3月1日～平成21年5月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年2月期第1四半期 117,584 ― 2,743 ― 2,614 ― 1,519 ―

21年2月期第1四半期 113,352 6.6 3,075 17.8 2,919 21.1 1,519 61.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年2月期第1四半期 29.52 ―

21年2月期第1四半期 29.53 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年2月期第1四半期 172,285 42,350 24.6 822.83
21年2月期 165,584 41,110 24.8 798.72

（参考） 自己資本   22年2月期第1四半期  42,350百万円 21年2月期  41,110百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年2月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00

22年2月期 ―

22年2月期 
（予想）

10.00 ― 10.00 20.00

3.  平成22年2月期の業績予想（平成21年3月1日～平成22年2月28日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
累計期間

238,000 ― 4,650 ― 4,530 ― 2,400 ― 46.63

通期 479,000 3.5 10,300 △9.8 10,000 △9.6 5,000 △8.3 97.14
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4.  その他 

(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、５ページ「定性的情報・財務諸表等」 ４．その他をご覧ください。 

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項
等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、５ページ「定性的情報・財務諸表等」 ４．その他をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年2月期第1四半期 53,450,800株 21年2月期  53,450,800株

② 期末自己株式数 22年2月期第1四半期  1,981,267株 21年2月期  1,980,673株

③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 22年2月期第1四半期  1,981,047株 21年2月期第1四半期  1,977,570株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適
用指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。なお、四半期財務諸表は、「財務諸表等
の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第６条第１項第５号ただし書きにより、
改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。 
２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件については、５ページ「定性的情報・財務諸表等」３．業
績予想に関する定性的情報をご覧ください。 
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 当第１四半期会計期間における当社を取り巻く環境については、昨年来の急激な景気後退により雇用環境はま

すます悪化し、消費者の生活防衛意識が高まり消費支出の減退傾向が続いております。競合各社はその打開策と

してＰＢ商品やＮＢ商品の値下げ品目の拡大、さらにはノンフーズを中心にした下取りセールやキャッシュバッ

クセール等あらゆる手段を利用しての消費喚起策を実施するなど企業間競争が激化してきております。 

 こうした厳しい環境の下、当社は、当事業年度を「第三次中期３カ年計画」の第２年度として、「12の課題」  

に引き続き取り組むとともに競争が厳しい今こそ、気持ちの良い接客、清潔な売場、安心してお買い求めいただ

ける商品の提供等スーパーマーケットとしての「基本事項の徹底」により、総合力で差別化を図るべく、お客様

に信頼していただけるお店づくりに注力いたしております。 

 当第１四半期会計期間に新規店舗として、４月に大谷田店(東京都)、５月に太平寺店(大阪府)を開店いたしま

した。 

 業績につきましては、各取組の相乗効果により売上高が既存店ベースで前年同期に比べ微増したため営業収益

は1,175億84百万円となりました。利益項目については、当初予測どおり競争激化により利益率が圧迫され、前年

同期比では若干減少気味の数値となっており営業利益は27億43百万円、経常利益は26億14百万円、四半期純利益

は15億19百万円となりました。 

  

【営業収益の状況】 

（注）当第１四半期会計期間より、惣菜の売上高を一般食品から生鮮食品に区分変更を行いました。 

定性的情報・財務諸表等

１．経営成績に関する定性的情報

  
当第１四半期会計期間 

（自 平成21年３月１日 
至 平成21年５月31日） 

  区分 売上高（百万円） 構成比率（％） 

商 

  

品 

   

売 

  

上 

  

高 

生 鮮 食 品  44,565  37.9

一 般 食 品  49,132  41.8

生 活 関 連 用 品  10,601  9.0

衣 料 品  7,397  6.3

テ ナ ン ト  2,839  2.4

小 計  114,536  97.4

営 業 収 入    3,048  2.6

営 業 収 益  117,584  100.0
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(1)資産、負債及び純資産の状況 

 当第１四半期会計期間末の資産合計は、1,722億85百万円と前事業年度末に比べ67億円増加いたしました。  

 流動資産は、514億39百万円と前事業年度末に比べ63億70百万円増加いたしました。これは主として現金及び

預金が17億円、譲渡性預金に係る有価証券が55億83百万円それぞれ増加したことによるものであります。 

 固定資産は、1,208億45百万円と前事業年度末に比べ３億30百万円増加いたしました。これは主として２店舗

の新設などにより有形固定資産が減価償却後、前事業年度末に比べ２億36百万円、ソフトウエアの計上に伴い無

形固定資産が前事業年度末に比べ３億73百万円増加した一方、差入保証金の約定返還等により、投資その他の資

産が前事業年度末に比べ２億79百万円減少したことによるものであります。 

 当第１四半期会計期間末の負債合計は、1,299億34百万円と前事業年度末に比べ54億60百万円増加いたしまし 

た。これは主として仕入高の純増などにより買掛金が50億47百万円増加したことによるものであります。   

 当第１四半期会計期間末の純資産合計は、423億50百万円と前事業年度末に比べ12億40百万円増加いたしまし

た。これは主として利益剰余金が増加したことによるものであります。 

  

(2)キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、251億19百万円となりま

した。 

 当第１四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期会計期間において営業活動の結果得られた資金は、108億70百万円となりました。これは主とし

て税引前四半期純利益が26億69百万円となったほか、仕入高の純増などにより仕入債務の増加が50億47百万円と

なったことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期会計期間において投資活動の結果使用した資金は、17億81百万円となりました。これは主として

新規店舗及び既存店舗の改装による支出が18億38百万円あったことによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期会計期間において財務活動の結果使用した資金は、17億９百万円となりました。これは主として

長期借入れによる収入が122億10百万円、セール・アンド・リースバック取引による収入が20億円あったもの

の、短期借入金の純減少額及び長期借入金の返済による支出の合計が153億22百万円及び配当金の支払額が４億

96百万円あったことによるものであります。 

２．財政状態に関する定性的情報
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   平成22年２月期の業績予想につきましては、平成21年４月14日に発表いたしました第２四半期累計期間及び通

期の業績予想に変更はありません。 

   なお、今後事業環境等の変化により、業績予想について見直しが必要と判断した場合には、速やかに開示いた

します。 

  

  

 棚卸資産の評価方法 

 当第１四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前事業年度末の実地棚卸高を基

礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

   

  

①「四半期財務諸表に関する会計基準」の適用 

 当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表

等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 

  なお、第１四半期会計期間（平成21年３月１日から平成21年５月31日まで）については、「財務諸表等の

用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）

附則第６条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。 

   

②「棚卸資産の評価に関する会計基準」の適用 

 通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として売価還元法による原価法によっており

ましたが、当第１四半期会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18

年７月５日公表分）が適用されたことに伴い、主として売価還元法による原価法（貸借対照表価額について

は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。 

 この変更により、当四半期期首時点で保有していたたな卸資産に係る簿価切下げ額38百万円を特別損失と

して計上しております。なお、前事業年度と同一の方法によった場合と比較して、営業利益および経常利益

が34百万円増加し、税引前四半期純利益が５百万円減少しております。 

  

③「リース取引に関する会計基準」の適用 

 所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によ

っておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計

審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成19年３月30日改

正））が適用することができることになったことに伴い、平成21年３月１日以降にリース取引開始となる契

約からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。 

  また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リース期

間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

  なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃

貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。 

  これによる営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響はありません。 

  

  

３．業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（２）四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期会計期間末 
(平成21年５月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 12,999 11,299

売掛金 2,023 1,688

有価証券 12,321 6,738

商品 16,007 15,956

貯蔵品 38 41

その他 8,052 9,347

貸倒引当金 △2 △2

流動資産合計 51,439 45,068

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 38,842 38,791

土地 24,102 24,102

その他（純額） 10,907 10,722

有形固定資産合計 73,852 73,616

無形固定資産 3,098 2,724

投資その他の資産   

差入保証金 34,234 34,834

その他 9,660 9,465

貸倒引当金 － △125

投資その他の資産合計 43,894 44,174

固定資産合計 120,845 120,515

資産合計 172,285 165,584

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 50,030 44,983

短期借入金 6,700 19,910

1年内返済予定の長期借入金 10,263 9,530

未払法人税等 1,706 2,503

賞与引当金 3,423 1,848

販売促進引当金 1,449 1,361

その他 13,690 12,728

流動負債合計 87,264 92,866

固定負債   

長期借入金 31,774 22,409

退職給付引当金 3,814 3,751

役員退職慰労引当金 328 325

その他 6,753 5,121

固定負債合計 42,669 31,607

負債合計 129,934 124,473
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（単位：百万円）

当第１四半期会計期間末 
(平成21年５月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年２月28日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 10,004 10,004

資本剰余金 12,003 12,003

利益剰余金 23,212 22,208

自己株式 △3,341 △3,340

株主資本合計 41,879 40,875

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 215 △21

土地再評価差額金 255 255

評価・換算差額等合計 471 234

純資産合計 42,350 41,110

負債純資産合計 172,285 165,584
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（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：百万円）

当第１四半期累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年５月31日) 

売上高 114,536

売上原価 85,105

売上総利益 29,430

営業収入 3,048

営業総利益 32,478

販売費及び一般管理費  

給料手当及び賞与 10,518

賞与引当金繰入額 1,575

退職給付引当金繰入額 287

役員退職慰労引当金繰入額 4

その他 17,349

販売費及び一般管理費合計 29,735

営業利益 2,743

営業外収益  

受取利息 85

受取配当金 2

その他 43

営業外収益合計 131

営業外費用  

支払利息 244

その他 15

営業外費用合計 260

経常利益 2,614

特別利益  

貸倒引当金戻入額 101

特別利益合計 101

特別損失  

たな卸資産評価損 38

固定資産除却損 6

その他 0

特別損失合計 46

税引前四半期純利益 2,669

法人税、住民税及び事業税 1,608

法人税等調整額 △459

法人税等合計 1,149

四半期純利益 1,519
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

当第１四半期累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年５月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 2,669

減価償却費 1,526

貸倒引当金の増減額（△は減少） △125

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,575

販売促進引当金の増減額（△は減少） 88

退職給付引当金の増減額（△は減少） 62

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2

受取利息及び受取配当金 △88

支払利息 244

固定資産除却損 6

たな卸資産の増減額（△は増加） △47

仕入債務の増減額（△は減少） 5,047

未払金の増減額（△は減少） △370

その他 2,731

小計 13,322

利息及び配当金の受取額 69

利息の支払額 △218

法人税等の支払額 △2,302

営業活動によるキャッシュ・フロー 10,870

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有価証券の償還による収入 161

有形固定資産の取得による支出 △1,838

無形固定資産の取得による支出 △84

投資有価証券の取得による支出 △37

貸付けによる支出 △182

貸付金の回収による収入 3

差入保証金の差入による支出 △359

差入保証金の回収による収入 487

その他 66

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,781

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △13,210

長期借入れによる収入 12,210

長期借入金の返済による支出 △2,112

リース債務の返済による支出 △99

配当金の支払額 △496

自己株式の取得による支出 △0

セール・アンド・リースバック取引による収入 2,000

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,709

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 7,380

現金及び現金同等物の期首残高 17,739

現金及び現金同等物の四半期末残高 25,119
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 当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従い四

半期財務諸表を作成しております。 

 なお、第１四半期会計期間（平成21年３月１日から平成21年５月31日まで）については、「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第６条第１項

第５号ただし書きにより、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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「参考資料」 

前年同四半期に係る財務諸表等 

（１）（要約）四半期損益計算書 

前第１四半期累計期間（平成20年３月１日～５月31日） 

  

科目 

前年同四半期
（平成21年２月期 
第１四半期） 

金額（百万円）

Ⅰ 売上高  110,403

Ⅱ 売上原価  81,896

売上総利益  28,506

Ⅲ 営業収入  2,949

営業総利益  31,456

Ⅳ 販売費及び一般管理費  28,380

営業利益  3,075

Ⅴ 営業外収益  150

Ⅵ 営業外費用  306

   経常利益  2,919

Ⅶ 特別損失  71

   税引前四半期純利益  2,847

法人税、住民税及び事業税  1,327

法人税等調整額 －

   四半期純利益  1,519
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前第１四半期累計期間（平成20年３月１日～５月31日） 

   

（２）（要約）四半期キャッシュ・フロー計算書

  
前年同四半期

（平成21年２月期 
第１四半期） 

区分 金額（百万円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシ
ュ・フロー      

税引前四半期純利益  2,847

減価償却費  1,440

受取利息及び受取配当金 △91

支払利息  291

仕入債務の増減額(減少
額：△)  18,124

その他  5,948

小計  28,560

利息及び配当金の受取額  71

利息の支払額 △272

法人税等の支払額 △2,647

営業活動によるキャッシ
ュ・フロー  25,712

Ⅱ 投資活動によるキャッシ
ュ・フロー      

有形固定資産の取得による
支出 

△3,344

差入保証金の支払による支
出 

△323

差入保証金の回収による収
入  36

その他 △153

投資活動によるキャッシ
ュ・フロー 

△3,784

Ⅲ 財務活動によるキャッシ
ュ・フロー      

短期借入金の純増減額(減
少額：△) 

△300

長期借入れによる収入  3,000

長期借入金の返済による支
出 

△2,745

配当金の支払額 △495

自己株式の取得による支出 △0

財務活動によるキャッシ
ュ・フロー 

△540

Ⅳ 現金及び現金同等物の増減
額（減少額：△)  21,387

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首
残高  12,145

Ⅵ 現金及び現金同等物の四半
期末残高  33,532
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